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日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会 

医
療
に
差
別
を
持
ち
込
む
「後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」は
中
止
・廃
止
を
！ 

 

御
通
行
中
（ご
近
所
）の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

医
療
に
差
別
を
持
ち
込
む
、
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
実
施
が
、
始
ま
り
ま
し
た
。 

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
問
題
だ
ら
け
で
、
お
年
寄
り
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
が
、
怒
り
の
声
を
あ
げ
て

い
ま
す
。 

世
論
と
運
動
を
広
げ
て
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
中
止
・
廃
止
を
実
現
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
宣
伝
・
署
名
活
動
に
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

み
な
さ
ん
。 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
二
〇
〇
六
年
の
国
会
で
、
自
民
党
と
公
明
党
が
強
行
し
た
も
の
で
す
。
内

容
は
、
本
当
に
ひ
ど
い
も
の
で
す
。 

お
年
寄
り
の
な
か
で
、
七
十
五
歳
以
上
の
方
が
、
「
後
期
高
齢
者
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
す
。 

七
十
五
歳
以
上
の
方
は
、
今
ま
で
入
っ
て
い
た
国
民
健
康
保
険
や
、
家
族
の
一
員
と
し
て
入
っ
て
い
た

保
険
か
ら
、
追
い
出
さ
れ
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
、
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ご
夫
婦
で
、
夫
の
組
合
健
康
保
険
な
ど
、
被
用
者
保
険
に
入
っ
て
い
た
方
々
の
場
合
、
夫
が
七
十
五
歳

以
上
で
、
扶
養
さ
れ
て
い
る
妻
が
七
十
五
歳
未
満
で
す
と
、
大
変
で
す
。
七
十
五
歳
未
満
の
妻
が
、
手
続

き
を
し
な
い
と
、
無
保
険
者
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
上
、
み
な
さ
ん
。 

保
険
料
の
負
担
が
重
く
、
し
か
も
、
保
険
で
診
て
も
ら
え
る
範
囲
が
制
限
さ
れ
る
の
で
す
か
ら
、
た
ま

り
ま
せ
ん
。 

保
険
料
は
、
全
国
平
均
で
年
額
八
万
六
千
円
、
埼
玉
県
で
は
、
そ
れ
を
上
回
る
、
平
均
九
万
三
千
九
百

九
十
円
で
す
。
こ
れ
が
、
二
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
、
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

し
か
も
、
七
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
年
金
額
が
月
々
一
万
五
千
円
以
上
の
方
は
、
介
護
保
険
料
に
加
え

て
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
が
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

月
一
万
五
千
円
の
年
金
で
も
、
天
引
き
の
額
は
、
年
金
額
の
三
割
近
く
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
で
、
ど
う
や
っ
て
生
活
し
て
い
け
と
、
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。 

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険
で
み
て
も
ら
え
る
範
囲
が
、
大
幅
に
制
限
さ
れ
る
と
い
う
の
で
す

か
ら
、
生
死
に
か
か
わ
る
大
問
題
で
す
。 

そ
も
そ
も
、
み
な
さ
ん
。 

政
府
、
自
民
党
や
公
明
党
は
、
七
十
五
歳
で
命
の
線
引
き
を
す
る
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
を
、
な

ぜ
強
行
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

政
府
は
、
「
治
療
に
手
間
と
時
間
が
か
か
る
」
と
か
、
「
認
知
症
が
多
い
」
、
「
や
が
て
死
を
む
か
え
る
か

ら
」
と
、
説
明
し
て
い
ま
す
。 

厚
生
労
働
省
の
担
当
者
は
、
も
っ
と
露
骨
に
、「
こ
の
制
度
は
、
医
療
費
が
際
限
な
く
あ
が
っ
て
い
く
痛

み
を
、
感
じ
取
っ
て
も
ら
う
も
の
」
、
と
言
い
ま
し
た
。 

ま
る
で
、
「
手
間
を
か
け
さ
せ
な
い
で
、
早
く
死
ん
で
く
れ
」
と
い
わ
ん
ば
か
り
で
す
。 

人
の
道
を
ふ
み
は
ず
し
た
政
治
を
、
許
し
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

「
財
源
」
を
理
由
に
、
ま
っ
先
に
、
高
齢
者
の
命
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
政
治
に
、
あ
た
た
か
い
未
来
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

世
論
と
運
動
を
広
げ
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
中
止
・
廃
止
さ
せ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

国
会
で
は
、
日
本
共
産
党
な
ど
野
党
が
共
同
で
、
廃
止
法
案
を
提
出
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
大
企
業
な
ど
に
も
っ
と
応
分
の
税
金
負
担
を
求
め
、
予
算
の
主
役
を
医
療
・
社
会
保

障
中
心
に
す
る
、
政
治
の
転
換
を
め
ざ
し
て
、
力
を
つ
く
し
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 


